
３．文具類
\ 品目及び判断の基準等

文具類共通 【判断の基準】

〇金属を除く主要材料が、プラスチックの場合は{、木質の場合は|、紙
の場合は}の要件を満たすこと。また、主要材料以外の材料に木質が含
まれる場合は|、紙が含まれる場合で原料にバージンパルプが使用され
る場合は}イの要件をそれぞれ満たすこと。ただし、間伐材により製造
されたバージンパルプ及び合板・製材工場から発生する端材、林地残
材・小径木等の再生資源により製造されたバージンパルプには適用しな
い。

{再生プラスチックがプラスチック重量の40％以上使用されているこ
と。

|間伐材、合板・製材工場から発生する端材等の再生資源であること、
又は、原料の原木は、伐採に当たって、原木の生産された国又は地域
における森林に関する法令に照らして手続が適切になされたものであ
ること。

}次の要件を満たすこと。

ア．紙の原料は古紙パルプ配合率50％以上であること。

イ．紙の原料にバージンパルプが使用される場合にあっては、その原
料の原木は、伐採に当たって、原木の生産された国又は地域におけ
る森林に関する法令に照らして手続が適切になされたものであるこ
と。ただし、間伐材により製造されたバージンパルプ及び合板・製
材工場から発生する端材、林地残材・小径木等の再生資源により製
造されたバージンパルプには適用しない。

【配慮事項】

{古紙パルプ配合率、再生プラスチック配合率が可能な限り高いものであ
ること。

|使用される塗料は、有機溶剤及び臭気が可能な限り少ないものであるこ
と。

}製品の包装は、可能な限り簡易であって、再生利用の容易さ及び廃棄時
の負荷低減に配慮されていること。

~材料に木質が含まれる場合にあっては、その原料の原木は持続可能な森
林経営が営まれている森林から産出されたものであること。ただし、間
伐材、合板・製材工場から発生する端材等の再生資源である木材は除く。

�材料に紙が含まれる場合でバージンパルプが使用される場合にあって
は、その原料の原木は持続可能な森林経営が営まれている森林から産出
されたものであること。ただし、間伐材により製造されたバージンパル
プ及び合板・製材工場から発生する端材、林地残材・小径木等の再生資
源により製造されたバージンパルプには適用しない。

注）文具類に定める特定調達品目については、共通して上記の判断の基準
及び配慮事項を適用する。ただし、個別の特定調達品目について判断の
基準（●印）を定めているものについては、上記の判断の基準に代えて、
当該品目について定める判断の基準（●印）を適用する。また、適用箇
所を定めているものについては、適用箇所のみに上記の判断の基準を適
用する。

シャープペンシル 【配慮事項】

〇残芯が可能な限り少ないこと。

シャープペンシル
替芯

〔判断の基準は容器に適用〕

ボールペン 【配慮事項】
〇芯が交換できること。

マーキングペン 【配慮事項】
〇消耗品が交換又は補充できること。

鉛筆

スタンプ台 【判断の基準】
●主要材料がプラスチックの場合にあっては、再生プラスチックが製品全
体重量の70％以上使用されていること（消耗部分を除く。）。ただし、ポ
ストコンシューマ材料からなる再生プラスチックにあっては、製品全体
重量の60％以上使用されていること。それ以外の場合にあっては、文具
類共通の判断の基準を満たすこと。
【配慮事項】
〇インク又は液が補充できること。

朱肉 【判断の基準】
●主要材料がプラスチックの場合にあっては、再生プラスチックが製品全
体重量の70％以上使用されていること（消耗部分を除く。）。ただし、ポ
ストコンシューマ材料からなる再生プラスチックにあっては、製品全体
重量の60％以上使用されていること。それ以外の場合にあっては、文具
類共通の判断の基準を満たすこと。
【配慮事項】
〇インク又は液が補充できること。

印章セット 【配慮事項】
〇液が補充できること。

印箱

公印

ゴム印

回転ゴム印

定規

トレー

消しゴム 〔判断の基準は巻紙（スリーブ）又はケースに適用〕

ステープラー（汎
用型）

【判断の基準】
●主要材料がプラスチックの場合にあっては、再生プラスチックがプラス
チック重量の70％以上使用されていること（機構部分を除く。）。それ以
外の場合にあっては、文具類共通の判断の基準を満たすこと。
【配慮事項】
〇再使用、再生利用又は適正廃棄を容易に行いうるように、分離又は分別
の工夫がなされていること。

ステープラー（汎
用型以外）

【配慮事項】
〇再使用、再生利用又は適正廃棄を容易に行いうるように、分離又は分別
の工夫がなされていること。
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